
ユーパスタ注意:甲状腺機能異常腎不全

精製自糖ポピドンヨード禁忌:妊婦・産婦授乳婦

浸出液の多い感染創

?貨場面を清拭後、 1日1-2回ガーゼにのばして貼付するか、又は患部に直接塗布し、その上をガーゼで保護する

デプリサンペ}スト・・・縛癒、熱{新貨痕(深遠性H度熱傷-Ill度熱傷)

デキストラノマー 創傷面に塗布された古いデブリサンペーストは細菌等を保持しているため、洗浄除去できない場合、感染等症状悪化の原因となりうる

マクロゴール600 3mm以上の厚さに塗布する(直径5cmあたり1包が目安)

交換は、通常1日1固とし、惨出液の量が多い場合は適宜交換塗布を繰り返す

オノレセノン軟膏:、肉芽形成の時期縛療では赤色期

トレチノイントコフェリル潰揚面を清拭後、 1日1--2回ガーゼなどに貼布するか、又は患部に直接塗布

ゲーベンクリーム:接死組織があり、浸出液が少ない倉IJ

スルファアジン銀 1 F-J 1回、滅菌手袋などを用いて、倉IJ面を緩うに必要かっ十分な厚さ(約2-3mm)に直接塗布する。

又は、ガーゼ等に同様の厚さにのばし、貼付し、包帯を行う。

なお、第2日目以後の塗布に際しては、前日に塗布した本剤を消拭又は温水浴等で洗い落としたのち、新たに本剤を塗布する

リフラップ軟膏・・・禁止:過敏症卵白アレルギー

リゾチーム塩酸塩軟膏皮膚潰揚線維芽細胞を噌やす

1日1-数回潰場面を消拭消毒後、リント布又はガーゼなどにのばして患部に貼布するか、又は必要に応じて患部に直接塗布

テラジアパスタ・・・禁忌:サルファ剤に対し過敏症の既往歴のある患者

スルフアジアジン 外傷・熱傷および手術創等の二次感染，びらん・潰揚の三次感染

マクロゴール 1日1--数回直接患部に塗布または無菌ガーゼにのぼして貼付

アクトシン軟膏・・・貯法10t以下赤色期~白色期の、比較的浸出液が多い祷橋

プクラデシンナトリウム軟膏 局所血流改善血管新生促進肉芽形成促進上皮形成促進作用を有しマクロゴール基剤のため上皮化が進む時期で浸出液が多い創

プロメライン軟膏・・・壊死組織があり浸出液が多い創熱傷、祷癒、表在性潰蕩タンパク質分解酵素のため疹痛出血の可能性壊死組織除去後は使用中止

カデックス軟膏・・・惨出液の多い相手婚の黄色、渉出液吸収によるゲル化により薬剤の除去が容易

ヨードコ}ト軟膏・・・浸出液の多い感染創

プロスタンディン軟膏・・・肉芽形成・表皮形成促進
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1車死組織が硬い場合はスルフア
ジアジン銀や亙鉛華軟膏で柔ら

かくしてから外科的デブリドマ

ンを行い、残った緩死組織をブ

ロメライン軟膏で除去します。

舛科的デブリドマンが行えない

場合は寝死組縫にメスなどで裕

子状に切れ目を入れ、ブロメラ

イン軟膏が浸透しやすくします。

話器出液を限収させるた

めに上から清潔はガー
ゼで橿います】;.:2。

貼付したプラスチック

フィルムのよから創全

体を覆うように指で軟

膏を延ばします。

， 創より少し大きめのプ

ラスチックフィルムの上

にブロメライン軟膏を

適置様、(創面全体をうす

く覆う程度の量)とり、ftlJ
に貼付します。

犠死組餓以外の組絡を

保護する目的で、周囲

にワセりンまたはワセ

リン基剤の軟膏を塗布

します。

生理食海水tJ.どで創を
洗浄します。

プラスチッヲフィルムは創よりlcm
程度大きめの形にハサミで費えます.

今今• • 
来1重布時の軟膏は約2-3mmの厚吉に延ばします。多すぎると周囲の皮膚にはみ出し、痛みなどを起としてしまうととがあります。

出Eプラスチックフィルムを使用して海出液が多くみ5れた場合1<1:、プラスチックフィルムを使用せ手、直掻ガーゼを貼付することもあります。

ヨードコート軟膏の使用量の目安

徳癒の長径(a)と短
径(b)より下表で使
用量を求めます。
軟膏，gl立、チューブ
か5押し出した長さ
2cmlこ相当します。

軟膏を延lまし
たガーゼを患

部に賄付しま

す。

3mm ~ __  ・・・L

創の大きさに合わ

ぜて、軟膏をガーゼ

に取りだします。

軟膏は約3mmの

厚さに延l<tします。4炉

生理食塩水な

どで創を洗浄
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見書出滋を限収しゲル化した軟膏

がガーゼに付着するため、ガー

ゼごと薬剤を除去するととがで

きます。

ガーゼ・薬剤交換は1日1園、

諸島出液の量が多い繍合は

1日2回行います。

E祖



壊死組織が
付着している潰蕩

感染を伴う潰鷹

浅い潰蕩

深い潰傷

ブロメライン軟膏、スルフアジ。アジ白ン銀、デキストラノマ一、

フラジオマイシン硫酸塩・結晶トリプシン

.....， ..J. .+官、スルフアジアジン銀、フラジオマイシン硫

酸塩・結晶トリプシン、白糖・ポビドンヨード配合製剤

創面保護

上皮形成

肉芽形成

上皮形成

アズレン、酪化E鉛

アクトシン軟膏、プ口スタク‘ランジ.ンEl、
リゾチーム塩酸塩

アクトシン軟膏、アルミニウムクロロヒ

ドロキシアラントイネート、トレチノイン

トコフエリル、プロスタク白ランジンEl、
リゾチーム塩酸塩

壊死組織がとれ感染がない場合は、ポリウレタンフィルムが使用できます。

j参出液が多い場合はポリウレタンフィルム注)Iこ穴を聞けガーゼなどに阪収させます。

;主)他のドレッシング材が用い5れることがあります。

注)ポリウレタンフィルムの
使い方のポイント

ポリウレタンフィルムの穴聞け

ポリウレタンフィルムは発泡スチロール

を台にして、注射針(18ゲージ)で潰箔

サイズにあたる部分に穴を隠けます。

潰鷹が浅い場合

アクトシン軟膏のよう芯外用剤を塗布し

た後に、ポリウレタンフィルムをしっかり

と患部に密着させてください。

潰需が深い場合

ポリウレタンフィルムを潰癒底に密着さ

せてください。

そのくぼみに尿取りパッドのよう忽よく

限収できる素材で、隙聞がないようにし

ます。
ポリウレう空zン

尿脚取蜘蜘bり汁JμJ
-、、、F 〆-
司、t..+_+...;1

四毎日のフィルムの取り換えは不要
ポリウレタンフィルムが汚れたり、すれたりしない限りは、3-4
日賠り続けることができます。



騒死組織除去剤 匡昼豆E
ヲ"ロメライシ軟膏5万単位/g
BromelaIn Ointment フロメライン償脅

禁忌(次の患者には使用しないこと)

本町j又は本剤の成分に対し過敏症の既住歴のある愚者

-効能・効果
熱傷梅箔表在性各種j貴婿・挫傷切開傷・切断傷化趨車IJなどの創

i書面の壊死組織の分解、除去、清浄化およびそれに伴う治癒促進

・用法・用量
ガーゼ、リントなどに適量の軟膏をのばし、〉貴男事辺縁になるべく触

れないようにして塗布.1日1回交換する.
創傷面が清浄化し、新生肉芽組織の再生が鰐められた場合は使用

を中止する.

.使用上の注意(一部銭粋)

1慎重投与(次の部位には慎重に使用すること)
粘膜面〔蛋自分解作用に基づく刺激作用のため〕

2重要な基本的注意
有効成分ブロメラインは蛋自分解酵素である.蛋自分解とい

う主作用に基づいて、局所のF草稿、出血をみることがあるか
ら.頃死組織が除去された後は使用を中止して、他の処置に

かえること.

3副作用
(1)重大な副作用

アナフィラキシーシヨツウ(頻度不明)アナフィラキシー

ショッヲ(不快感、血圧低下.呼吸困灘、全身紅潮等)を起こ

すことがあるので、観需を+分に行い、症状があらわれた場

合には投与を中止し、適切な処置を行う乙と.

4適用上の注意
投与方法潰海面よりやや小さめのガーゼ、リントなどにうすく

のばして用い.潰海辺縁に触れないように注意する

こと.

投与部位眼科用に使用しないこと.

・取扱い上の注意

貯法直射日光を避けて室iE保存.
(未使用時はキャップをすること)

使用期限包装箱、直接の容器に表示.

.包装
チューブ 20gx1O
鼠 100g、500g

.禁忌を含む使用上の注意の改訂に十分ご留意くださし、。その他の使用上の注意については、製品添付文書をご参照ください。

f周宿皮膚泊羽治療剤 直垂翌E 匡璽翌E
海O.9'L PヲトシミJ軟膏3%

lodocoat Ointmentヨつ期信舞 ActosinιOintment フタラデシンアトリつb 陵情

禁忌(次の患者には使用しないとと)

ヨウ索過敏症の患者
1 d ~効糊自能El 川l 縛癒、皮膚i潰圃癒(熱{傷曹潰傷、下腿i潰貴蕩)

l 川1.用法.用量
効能・効果

栂癒、皮膚潰IIH熱傷潰街、下腿潰1耳)

用法・用量
:貴揚面をi胃拭後、通常1日1回、思郁に約3mmの厚さに塗布する.
(直径4cmあたり3gを目安に塗布する.)
法出液の量が多い場合は、1日2回投与する.

使用上の注意(一部抜粋)

1慎重投与(次の患者には慎重に投与する己と)
(1)甲状腺機能に異常のある慰者 (~JiIiiから吸収されたヨウ紫
により症状が悪化するおそれがある.J
(2)重症の熱傷の患者〔広臨図の使用により、アシドーシスを起

こすおそれがある.J 
(3)腎不全の愚者〔血清中ヨウ素濃度が著しく上昇するおそれ

がある.J 
(4)新生児<rその他の注意」の項参照)
2種要な基本的注意
(1)本間jによる治療は保存的治療であることに留意し、約2ヵ月
間投与しても症状の改善が認められない場合には、外科的

療法等を考慮すること.

(2) :本剤は勲傷潰癒を適用としているので、臨床的に;貴揚がみら
れない熱傷に対しては、他の適切な療法を考慮すること.

3適用上の注意
使用時

1)汚染を防ぐために、塗布の際、容器の先舗が患部に触れない

ように注意すること.

2)患部を生理食塩液等で洗浄すること.
3)交換時には本剤を生理食塩液等で十分に洗浄除去する

乙と.

取級い上の注意

貯法室温保存、気密容器

使用期限包装箱、直篠の容器に表示.

包義
チューブ 50g‘100g
組 500g

症状及u翁巣の大きさに応じて適量を使用する.潰海面をi胃拭
後、 1日1-2回ガーゼなどにのばして貼付するか、又は患部に直
緩塗布する.

・使用上の注意(一部銭粋)
1重要な基本的注意

(1) :本部jによる治療は保存的治療であることに留意し、約6週間
以上使用しでも症状の改善が認められない場合には、外科

的療法等を考慮すること.

(2)本押lは熱傷潰癒を適用としているので、;潰副首がみられない

熱傷に対しては、他の適切な療;去を考慮すること.

(3)広鹿図なj1J面に本剤を大量かつ長期に使用する場合は、ブ
クラデシンナトリウムを全身的投与した場合と問機の症状

があらわれることがあるので.定期的に血圧、脈拍数、心電

図.尿量、全身状態、血槌価等を観察し、異常が認められた

場合には休薬等の適切な処置をとること(特に乳児、幼児、

小児の場合は注意する). 

(4)潰簿の改善に伴って形成される新生肉芽は、軽微な刺激に
より新生血管が損傷し、 出血症状を招くことがあるので、

ガーゼの交換等の処置は十分注意して行うとと.

2適用上の注意
(1)使用時の前処置.

1)本剣には抗菌作用はないので以下について注意すること.

①，貴傷菌を清拭消毒後、貼付又は塗布すること.

②感染があらわれた場合には、抗生物質を投与するなどの

適切な処置を行い、経過を観察すること.

2):本剤には薬理作用上頃死組織を積僅的に融解する作用はな

いので、使用前に必要に応じ寝究組織を除去すること.

(2)使用部位・眼科用に使用しないこと.

・取扱い上の注意

貯法 10"C以下
使用期限容器及び外装にA2量産.

・包義
チューブ 30gxl.30gxl口、200g

瓶 200g
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